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発
周
辺
の
町
村
に
は
徐
々
に
人
々

が
避
難
先
か
ら
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
。
皆
が
久
し
ぶ
り
に
我
が
家
に
帰
り
、
喜

び
を
感
じ
る
一
方
で
、
被
ば
く
の
不
安
は
消

え
て
い
ま
せ
ん
。
地
元
の
行
政
は
放
射
線
の

リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す

が
、
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
い
た
情
報
の
提

供
や
技
術
的
な
検
査
や
調
査
な
ど
、
専
門
性

の
側
面
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
部
分
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
に
長
崎
大
学
に
よ
る
専
門
的
な
支
援

の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
川
内
村
の
支
援
以

来
、
確
立
さ
れ
て
き
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
7
年
4
月
1
日
、
避
難
指
示
が
長

く
続
い
た
富
岡
町
の
ほ
か
、
飯
館
村
、
川
俣

町
山
木
屋
地
区
、
浪
江
町
の
一
部
で
避
難
指

示
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
内
村
の
遠
藤
村
長
の
仲
介
で
、
富
岡
町

の
宮
本
皓
一
町
長
か
ら
依
頼
を
受
け
た
長
崎

大
学
は
、
富
岡
町
に
お
い
て
も
帰
還
の
支
援

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
1
6
年

9
月
に
は
、
富
岡
町
と
包
括
連
携
協
定
も
締

結
し
て
い
ま
す
。

　

富
岡
町
で
活
動
す
る
平
良
文
亨
助
教
は

「
点
と
面
の
環
境
放
射
能
調
査
を
並
行
実
施

し
て
い
る
」
と
、
説
明
し
ま
す
。
住
民
の
家

を
周
り
放
射
線
の
調
査
を
進
め
る
の
が
点
の

対
応
と
な
る
『
生
活
空
間
（
住
ま
い
）
の
環

境
放
射
能
調
査
』
。
一
方
で
、
車
載
用
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
広
域
の
放

射
線
を
調
べ
る
の
が
面
の
対
応
と
な
る
『
線

量
マ
ッ
ピ
ン
グ
』
で
す
。
さ
ら
に
、
点
と
面

に
加
え
、
森
林
や
山
道
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
3
次
元
的
な
線
量
評
価
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

富
岡
町
は
、
原
発
か
ら
20
k
m
圏
内
と
な

り
、
多
く
の
エ
リ
ア
が
20
k
m
圏
外
に
あ
る

川
内
村
と
は
、
汚
染
の
レ
ベ
ル
に
差
が
あ
り

ま
し
た
。
川
内
村
は　

当
初
か
ら
放
射
線
の

レ
ベ
ル
は
高
く
は
な
く
、
2
0
1
2
年
に
は

帰
村
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
富
岡
町

は
、
除
染
後
も
川
内
村
に
比
較
す
る
と
一
部

の
地
域
で
や
や
放
射
線
量
率
が
高
め
の
地
域

が
あ
り
ま
す
。
富
岡
町
の
総
面
積
の
約
15
％

は
、
今
で
も
帰
還
困
難
区
域
で
、
立
ち
入
り

は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

富
岡
町
に
戻
っ
た
人
口
は
、
2
0
1
9
年

1
月
の
時
点
で
8
3
5
人
。
震
災
前
の
人

口
、
約
1
万
6
0
0
0
人
の
6
％
程
度
で

す
。
8
割
近
く
の
水
準
ま
で
人
口
が
戻
っ
た

川
内
村
と
は
大
き
く
状
況
が
異
な
り
ま
す
。

　

平
良
助
教
は
、
「
避
難
か
ら
長
く
時
が
経

過
し
、
帰
還
が
川
内
村
よ
り
も
難
し
い
状
況

の
中
で
大
切
な
の
は
、
環
境
評
価
を
確
実
に

行
う
こ
と
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
放
射
線
は

目
に
見
え
な
い
が
、
数
値
と
し
て
示
し
、
住

む
の
に
安
全
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
住
む
と

き
の
注
意
点
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
。

　

平
良
助
教
は
、「
こ
の
辺
は
放
射
線
量
が
十

分
下
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
生

活
で
き
ま
す
よ
、な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

ま
さ
に
点
か
ら
面
へ
の
広
が
り
が
町
の
復

興
・
再
生
に
つ
な
が
る
」
と
説
明
し
ま
す
。

　

平
良
助
教
は
、
住
民
の
同
意
を
得
な
が

ら
、
富
岡
町
で
は
2
0
1
7
年
か
ら

2
0
1
8
年
に
か
け
て
延
べ
1
2
9
戸
の
住

居
・
集
会
所
を
対
象
に
環
境
放
射
能
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

『
生
活
宇
空
間
（
住
ま
い
）
の
環
境
放
射

能
調
査
』
で
は
、
1
時
間
当
た
り
の
放
射
線

量
（
空
間
線
量
率
）
を
家
の
中
と
外
で
測
定

し
て
い
き
ま
す
。
測
定
値
に
は
、
自
然
放
射

線
と
事
故
由
来
と
考
え
ら
れ
る
人
工
放
射
線

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
注
意
深

く
解
析
し
、
正
味
の
追
加
被
ば
く
線
量
を
評

価
し
ま
す
。
家
の
中
や
玄
関
付
近
は
十
分
低

く
て
も
、
茂
み
の
あ
る
裏
庭
な
ど
が
や
や
高

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

平
良
助
教
は
、
「
住
民
の
中
に
は
『
近
く

に
帰
還
困
難
区
域
が
あ
る
け
ど
大
丈
夫
な
の

か
？
』
な
ど
の
漠
然
と
し
た
不
安
を
持
つ
人

も
い
ま
す
。
い
く
ら
『
低
い
』
『
下
が
っ

た
』
と
い
っ
て
も
、
安
心
で
き
ず
に
戻
れ
な

い
と
い
う
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
事
故

直
後
の
汚
染
や
放
射
性
廃
棄
物
が
現
存
す
る

イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
、
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と

が
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
「
我
々
が
証
明
す
る
の
は
客
観

的
デ
ー
タ
。
数
字
で
示
し
て
、
正
し
い
情
報

を
提
供
し
続
け
、
安
全
性
を
証
明
し
、
安
心

に
繋
げ
ま
す
」
と
、
自
身
の
仕
事
を
説
明
し

ま
す
。

　

自
動
車
に
位
置
情
報
測
定
シ
ス
テ
ム

（
G
P
S
）
と
小
型
カ
メ
ラ
を
連
動
さ
せ
た

車
載
用
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
空
間
線
量
率
や
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
等
の

核
種
同
定
を
行
い
、
地
図
上
に
線
量
を
記
録

し
て
い
く
の
が
『
線
量
マ
ッ
ピ
ン
グ
』
で

す
。
帰
還
困
難
区
域
を
含
め
、
地
上
か
ら

1
m
ほ
ど
の
空
間
線
量
を
中
心
に
、
走
行

サ
ー
ベ
イ
し
な
が
ら
除
染
の
効
果
の
確
認
や

線
量
が
高
い
地
点
の
環
境
要
因
を
解
析
し
、

必
要
に
応
じ
て
役
場
に
情
報
提
供
し
ま
す
。

　

平
良
助
教
は
、
「
環
境
中
の
放
射
線
量
だ

け
を
見
る
と
、
十
分
に
低
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
が
分
か
り
ま
す
。
帰
還
困
難
区
域
は
ま

だ
高
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
除
染
は
必
要
で
す

が
、
避
難
指
示
解
除
区
域
で
は
戻
っ
て
き
て

生
活
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

　

平
良
助
教
は
秋
田
県
湯
沢
市
出
身
。「
同

じ
東
北
人
と
し
て
福
島
で
起
き
た
原
子
力
発

電
所
事
故
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
事
故
後
の
対
応
や
周
辺
町
村
の
復
興

に
、自
分
の
技
能
が
少
し
で
も
役
に
立
て
ば
」

と
話
し
ま
す
。

富
岡
町
で
の

環
境
放
射
能
評
価

環
境
省
な
ど
が
除
染
を
進
め
、放
射
線
の
線
量
は
着
実
に
低
下
し
て
い
ま
す
。

避
難
指
示
解
除
を
受
け
、多
く
の
人
が
帰
還
し
て
い
ま
す
が
、課
題
は
や
は
り
被
ば
く
の
懸
念
。

住
む
場
所
の
安
全
性
を
示
す
た
め
、長
崎
大
学
は
調
査
を
続
け
て
い
ま
す
。

 

住
む
場
所
の

「
安
全
」と「
安
心
」を

 

デ
ー
タ
で
証
明
す
る

　富岡町は、2017年４月に帰還困難区域を除いた
区域の避難指示が解除されました。2018年からは帰
還困難区域内の一部を、「特定復興再生拠点」とし
て国の認定を受け、除染・インフラ復旧を進めており
ます。震災前、この区域内には、温泉やプール、宿泊
施設がある、健康増進センター「リフレ富岡」がありま
したが、将来的には、この施設を震災前と同様に利
活用できるようにしたい。また、同区域内にはJR夜ノ
森駅もあり、2020年のJR常磐線の全線再開通と夜ノ
森駅の利用再開により、生活交通の利便性を向上さ
せていきたいと思います。2018年12月の時点では、
町内に居住している方が862人ですが、2023年には
町全体で2500人程度に増やしたい。今後、居住人口
をいかに増やすかが、とても重要な課題であり、復興
計画等に則り「居住人口の増加」と「交流人口の拡
大」を更に進めていきます。富岡町内では、一部区域
の避難指示解除に先立って生鮮食料品店や医療
機関も整備されており、旧避難区域の中でも居住環
境としては大幅に改善しています。
　長崎大学と包括連携協定を結びましたが、町とって
「メリットしかない」と考えています。原爆投下からの知
見を持ち、富岡町のリスクコミュニケーションである車
座集会では、100人100通りの意見に対し、100通りの
回答、情報提供をしてもらっています。行政が行うもの
とは違い、専門的知見が裏付けにあることと、川内村
での経験等もあり、町民からの信頼度が違います。町
民への説明会でも長崎県の知見が役に立っていま
す。今後益々、長崎大学のノウハウを活かし、一人で
も多くの人に帰っていただきたいと考えています。その
ためには、末永く連携と協力を続けていきたいです。

包括連携協定、
メリットしかない
富岡町　宮本皓一　町長
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